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（
一
）

は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
武
家
が
雅
楽
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
は
、
近
年
の
諸
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
特
に
、八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
―
一
七
五
一
）
が
雅
楽
に
関
心

を
寄
せ
て
以
降
、
そ
の
流
れ
は
そ
の
次
男
で
初
代
田
安
家
の
当
主
と
な
っ
た
田
安
宗
武

（
一
七
一
六
―
一
七
七
一
）
や
、
さ
ら
に
そ
の
息
子
で
白
河
藩
主
と
な
り
老
中
首
座
を
務

め
た
松
平
定
信
（
一
七
五
九
―
一
八
二
九
）
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
近
年
明

ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る（1）
。
ま
た
紀
州
藩
十
代
藩
主
徳
川
治
宝
（
一
七
七
一
―
一
八
五
三
）

も
雅
楽
を
愛
好
し
、
楽
家
を
庇
護
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る（2）
。
一
方
、
楽
家
で
は
武
家

に
雅
楽
の
教
習
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（3）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

三
方
楽
所
の
老
分
も
務
め
た
東
儀
文
均
（
一
八
一
一
―
一
八
七
三
）
が
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
二
月
よ
り
五
月
ま
で
江
戸
に
下
向
し
、
遠
藤
但
馬
守
家
を
中
心
と
し
て
田

安
家
・
三
州
挙
母
藩
・
旗
本
進
藤
三
左
衛
門
・
野
弥
五
衛
門
な
ど
の
屋
敷
に
出
入
り
し
、

雅
楽
を
教
授
し
た
り
楽
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い
た
。こ
の
よ
う
に
江
戸
後
期
の
武
家
社

会
に
お
け
る
雅
楽
の
受
容
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、そ
の
中
心
は
ほ
と
ん
ど
が
右
に
挙

げ
た
よ
う
な
御
三
家
（
水
戸
・
紀
州
・
尾
張
）・
御
三
卿
（
田
安
・
一
橋
・
清
水
）・
幕
閣

に
参
画
す
る
よ
う
な
主
要
な
譜
代
大
名
や
旗
本
な
ど
、
将
軍
家
に
近
い
、
武
家
の
中
で
も

上
流
の
家
で
の
事
例
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
一
般
的
な
藩
主
、
特
に
国
持
以
下
の
外

様
大
名
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
雅
楽
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、準
国
持
大
名
格
で
あ
っ
た
弘
前
藩
主
が

楽
に
ど
の
よ
う
に
親
し
み
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江

戸
後
期
の
武
家
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
流
れ
が
で
き
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一　

弘
前
藩
と
楽

弘
前
藩
に
お
け
る
楽
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
考
察
し
て
き
た
が（4）
、
こ

こ
で
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
弘
前
藩
で
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
藩
校
で
あ
る
稽
古

館
を
創
設
し
た
が
、
そ
の
際
、
教
習
科
目
に
奏
楽
を
導
入
し
た
。
奏
楽
と
は
す
な
わ
ち
雅

楽
の
演
奏
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
飢
饉
と
蝦
夷
地
警
備
に
よ
る

弘
前
藩
主
の
楽

武
内
恵
美
子

江
戸
時
代
後
期
の
武
家
社
会
に
お
け
る
雅
楽
愛
好
の
展
開
は
近
年
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
御
三
家
御
三
卿
や
譜
代
大
名
・
有
力
旗
本
等
、
幕

府
の
中
心
に
位
置
す
る
家
に
関
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
一
般
的
な
大
名
家
の
実
態
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
一
般
的
な
大
名
家
の
事
例
と
し
て
、
準
国
持
大
名
格
で
あ
る
弘
前
藩
主
に
焦
点
を
当
て
、
具
体
的
な
動
向
を
調
査
、
考
察
し
た
。
そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

雅
楽
は
例
え
ば
江
戸
城
内
で
管
弦
の
宴
を
行
う
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
の
武
家
社
会
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
御
三
家
や

譜
代
大
名
の
み
な
ら
ず
、
準
国
持
大
名
格
で
あ
る
津
軽
家
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
弘
前
藩
で
は
九
代
藩
主
津
軽
寧
親
（
や
す
ち
か
、
一
七
六
五
―

一
八
三
三
）
以
降
全
て
の
代
に
お
い
て
教
養
と
し
て
雅
楽
に
親
し
み
、雅
楽
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
。
弘
前
藩
主
に
と
っ
て
の
雅
楽
と
は
、大

名
同
士
の
外
交
の
た
め
に
必
須
な
教
養
で
あ
り
、
政
治
的
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕 
藩
主
、
楽
、
雅
楽
、
奏
楽
、
御
遊
、
催
馬
楽
、
聴
聞
、
弘
前
藩
、
津
軽
家
、
準
国
持
大
名
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（
二
）

財
政
難
の
た
め
に
藩
校
の
規
模
縮
小
が
行
わ
れ
、
教
科
が
経
学
・
書
学
・
算
学
に
整
理
さ

れ
た
。
そ
の
教
科
の
中
に
奏
楽
は
入
っ
て
い
な
い
が
、弘
前
図
書
館
所
蔵
の
『
奏
楽
御
用

留（5）
』
に
よ
る
と
奏
楽
教
習
は
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
最
終
的
に
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
停
止
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
時
点
で
も
、
藩
校

内
で
の
教
習
は
停
止
さ
れ
た
が
、
教
授
宅
で
の
教
習
を
推
奨
さ
れ
、
藩
校
で
所
蔵
し
て
い

た
楽
器
類
が
下
げ
渡
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、か
つ
一
季
手
当
は
従
来
通
り
支
給
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
教
習
の
場
が
藩
校
内
か
ら
教
授
宅
に
変
更
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
完

全
な
停
止
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
そ
の
頃
に
は
実
質
的
に
は
学
習
者
は
い
な

か
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

弘
前
図
書
館
所
蔵
の
藩
校
蔵
書
目
録
、『
稽
古
館
蔵
書
目
録
』
に
は
次
の
よ
う
な
雅
楽

器
の
記
載
が
あ
る
。

楽
器

一　

鞨
鼓　

一
面　

撥
添　

胴
木
地

一　

同　
　

右
同　

胴
唐
草
模
ヨ
ウ
付

一　

太
鼓　

右
同　

胴
木
地

一　

同　
　

右
同　

胴
牡
丹
唐
草

一　

同　
　

右
同　

同

一　

鉦
鼓　

右
同　

二
面

一　

笙　
　

五
管
箱
入

一　

篳
篥　

四
管

一　

横
笛　

五
管

一　

筝　
　

一
面

一　

　
　

一
管

一　

和
琴　

一
面

一　

調
子
竹　

一
管（6）

こ
こ
か
ら
、弘
前
藩
校
で
は
琵
琶
を
除
い
て
雅
楽
器
が
一
通
り
揃
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
雅
楽
の
楽
譜
と
思
わ
れ
る
も
の
の
記
録
は
、同
じ
『
稽
古
館
蔵
書
目

録
』
内
に
も
、も
う
一
種
類
残
さ
れ
て
い
る
『
稽
古
館
御
蔵
書
員
数
目
録（7）
』
に
も
見
当
た

ら
な
い（8）
。

一
方
、
寛
政
八
年
の
稽
古
館
開
校
段
階
の
規
約
に
、「
一
、
学
校
中
雅
楽
器
之
外
、
散

楽
等
之
遊
芸
器
翫
ヒ
候
儀
、
堅
ク
禁
止
仕
候
様
、
但
雅
楽
器
ト
雖
休
日
之
外
弟
子
ノ
分
は

七
時
前
不
許
之　
（
後
略（9）
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、雅
楽
の
教
習
を
前
提
と
し
て
雅
楽
の
演

奏
が
藩
校
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、雅
楽
以
外
の
音
曲
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ

か
る
。

弘
前
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
釈
奠
御
儀
式（10）
』
に
は
、
弘
前
藩
の
釈
奠
行
事
の
詳

細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
釈
奠
に
お
い
て
奏
楽
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
奏
楽
を
担
当
す
る

人
物
が
『
学
校
御
用
留
』
に
記
さ
れ
た
者
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、弘

前
藩
校
に
お
い
て
奏
楽
を
教
科
に
し
た
主
目
的
は
、藩
校
内
の
孔
子
廟
に
お
け
る
釈
奠
の

際
の
奏
楽
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
『
奏
楽
御
用
留
』
は
藩
主
に
よ
る
奏
楽
聴

聞
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
人
物
も
ま
た
釈
奠
時
の
人
物
と
共
通
性
が
あ

り
、ま
た
弘
前
図
書
館
に
残
存
す
る
雅
楽
の
楽
譜
類
の
多
く
が
釈
奠
時
及
び
奏
楽
聴
聞
時

の
楽
曲
と
の
共
通
性
を
見
出
だ
せ
る
こ
と
か
ら
も
釈
奠
が
主
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

藩
校
で
奏
楽
を
教
科
に
取
り
入
れ
て
い
る
藩
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、弘
前
藩
が
江
戸

期
の
藩
校
に
お
け
る
奏
楽
実
習
に
関
し
て
主
流
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

が
、
奏
楽
に
積
極
的
で
あ
っ
た
藩
の
藩
主
が
ど
の
よ
う
に
雅
楽
に
接
し
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
捉
え
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、武
家
に
と
っ
て
の
雅
楽
の
一
端
の
解
明

を
試
み
て
み
た
い
。

二　

弘
前
藩
主
概
略

こ
こ
で
簡
単
に
歴
代
弘
前
藩
主
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。弘
前
藩
の
藩
主
は
江
戸
初
期
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（
三
）

か
ら
幕
末
ま
で
津
軽
家
で
あ
る
。津
軽
家
は
元
は
南
部
家
の
配
下
で
あ
っ
た
が
戦
国
末
期

に
独
立
し
、
関
ヶ
原
合
戦
時
に
徳
川
家
康
側
に
付
い
た
こ
と
に
よ
り
、
津
軽
地
方
一
帯
を

統
治
す
る
に
至
っ
た
。
当
初
は
四
万
五
千
石
で
あ
っ
た
が
、関
ヶ
原
の
功
績
で
二
千
石
を

加
増
さ
れ
、四
万
七
千
石
と
な
っ
た
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
蝦
夷
地
警
護
の
功

績
に
よ
り
、
高
直
し
で
十
万
石
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
柳
間
詰
外
様
大
名
の
家
格
で
あ
っ
た

が
、
従
四
位
下
、
準
国
持
大
名
と
し
て
大
広
間
詰
と
な
っ
た
。

初
代
藩
主
は
津
軽
為た

め

信の
ぶ

（
一
五
五
〇
―
一
六
〇
八
）
で
、以
後
明
治
ま
で
に
十
二
代
続

い
た
。
弘
前
藩
主
は
初
代
よ
り
文
道
を
好
み
、特
に
四
代
藩
主
津
軽
信
政
（
一
六
四
七
―

一
七
一
〇
）
は
山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
―
一
六
八
五
）
に
師
事
し
、弘
前
藩
で
は
そ
の
影

響
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

六
代
藩
主
信の

ぶ
あ
き著
（
一
七
一
九
―
一
七
四
四
）
は
大
坂
の
懐
徳
堂
で
助
教
で
あ
っ
た
五
井

蘭
州（
一
六
九
七
―
一
七
六
二
）を
一
時
召
し
抱
え
た
。
一
方
七
代
藩
主
信の

ぶ

寧や
す（
一
七
三
九

―
一
七
八
四
）
は
五
代
藩
主
信の

ぶ

寿ひ
さ

（
一
六
六
九
―
一
七
四
六
）
の
子
で
、湯
島
で
私
塾
を

開
い
て
い
た
戸
沢
惟
顕
（
一
七
一
〇
―
一
七
七
三
）
を
召
し
抱
え
、戸
沢
は
八
代
藩
主
信の

ぶ

明あ
き
ら（
一
七
六
二
―
一
七
九
一
）
の
守
役
を
務
め
た
。

八
代
藩
主
信
明
は
戸
沢
惟
顕
の
後
、
荻
生
徂
徠
門
下
の
宇
佐
美

し
ん

水す
い

（
一
七
一
〇
―

一
七
七
六
）
に
師
事
し
た
。
信
明
は
名
君
の
誉
高
く
、
熊
本
藩
六
代
藩
主
細
川
重し

げ
か
た賢

（
一
七
二
一
―
一
七
八
五
）
を
介
し
て
松
平
定
信
と
懇
意
で
あ
り
、
四
代
藩
主
信
政
の
頃

か
ら
続
い
て
い
た
城
中
講
釈
の
定
例
化
を
整
備
し
、
藩
校
設
立
を
検
討
し
て
い
た
が
、
寛

政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
急
死
し
た
。

九
代
藩
主
寧や

す

親ち
か
（
一
七
六
五
―
一
八
三
三
）
は
弘
前
藩
の
支
藩
で
あ
る
黒
石
藩
か
ら
養

子
に
入
り
、
八
代
信
明
の
遺
言
に
従
い
、
寛
政
八
年
に
藩
校
を
設
立
、
そ
の
他
の
政
策
を

引
き
継
い
だ
が
、八
代
目
ほ
ど
の
評
価
は
受
け
な
か
っ
た
。
こ
の
寧
親
の
代
に
先
述
の
高

直
し
が
行
わ
れ
、家
格
が
上
が
っ
た
。
十
代
目
藩
主
信の

ぶ

順ゆ
き

（
一
八
〇
〇
―
一
八
六
二
）
は

田
安
家
三
代
当
主
徳
川
斉な

り

匡ま
さ
（
一
七
七
九
―
一
八
四
八
）
の
娘
を
正
室
と
し
た
こ
と
で
将

軍
家
の
縁
戚
と
な
っ
た
が
、
不
行
跡
に
よ
り
幕
府
か
ら
強
制
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
養
子
の

順ゆ
き
つ
ぐ承
（
一
八
〇
〇
―
一
八
六
五
）
が
十
一
代
藩
主
と
な
っ
た
。
順
承
は
佐
藤
一
斉

（
一
七
七
二
―
一
八
五
九
）
に
師
事
し
、
先
代
で
破
綻
し
た
財
政
を
再
建
す
る
な
ど
、
八

代
藩
主
信
明
と
並
び
名
君
と
称
さ
れ
た
。　

十
二
代
藩
主
承つ

ぐ

昭あ
き
ら（
一
八
四
〇
―
一
九
一
六
）
は
十
一
代
順
承
の
婿
養
子
で
、安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
に
家
督
を
継
ぐ
が
廃
藩
置
県
を
迎
え
、
弘
前
藩
最
後
の
藩
主
と
な
っ

た
。こ

の
よ
う
に
、
津
軽
家
は
幕
末
に
至
る
ま
で
存
続
し
た
も
の
の
、
九
代
以
降
度
々
養
子

が
相
続
し
て
い
っ
た
。特
に
十
一
代
以
降
は
他
藩
か
ら
の
養
子
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

三　

文
政
六
年
三
月
の
管
絃
聴
聞
及
び
昇
叙
の
際
の
奏
楽

文
政
五
年（
一
八
二
二
）三
月
一
日
、一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉（
一
七
七
三
―
一
八
四
一
）

は
従
一
位
左
大
臣
に
転
任
を
任
槐
、左
近
衛
大
将
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
次

男
で
将
軍
継
嗣
、後
の
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
（
一
七
九
三
―
一
八
五
三
）
は
正
二
位
内

大
臣
に
転
任
、
右
近
衛
大
将
を
兼
任
し
た
。
こ
の
昇
叙
に
伴
い
、
京
都
の
御
所
よ
り
勅

使
・
院
使
が
下
向
、
二
月
二
八
日
に
到
着
し
江
戸
城
内
の
白
木
書
院
に
て
将
軍
に
謁
見
し

た
。
そ
の
際
、
勅
使
の
み
な
ら
ず
公
卿
の
家
司
や
楽
人
、
冠
帽
末
広
師
に
至
る
ま
で
、
将

軍
と
将
軍
継
嗣
に
謁
見
し
た
。
儀
式
は
つ
つ
が
な
く
進
行
し
、
返
礼
や
祝
い
の
た
め
に

数
々
の
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
三
月
二
十
七
日
に
西
城
に
て
御
祝
の
舞
楽
が
上
演
さ

れ
た
。
こ
の
際
、
溜
詰
・
譜
代
大
名
・
高
家
・
詰
衆
・
奏
者
番
・
菊
の
間
縁
詰
・
布
衣
以

上
・
法
印
法
眼
ま
で
が
参
上
し
、
舞
楽
を
見
物
し
た
こ
と
が
『
続
徳
川
実
紀
』
第
二
編
に

記
さ
れ
て
い
る（11）
。『
徳
川
実
記
』
関
連
に
は
そ
れ
以
上
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
の

よ
う
な
曲
目
が
上
演
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
昇
叙
に
伴
い
、
翌
文
政
六
年
に
も
勅
使
が
下
向
し
た
。
こ
の
際
は
勅
使
・
院
使
の

他
、
演
奏
を
担
当
す
る
た
め
に
徳
大
寺
大
納
言
實
堅
・
四
辻
大
納
言
公
萬
・
同
中
納
言
公

説
・
綾
小
路
前
中
納
言
俊
資
・
同
三
位
有
長
・
持
明
院
三
位
基
延
・
花
園
美
作
権
介
實

路
・
そ
の
他
伶
人
も
同
行
し
、
三
月
一
日
に
将
軍
に
拝
謁
、
翌
二
日
に
管
絃
聴
聞
が
行
わ
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れ
た
。
こ
の
聴
聞
に
も
前
年
同
様
に
御
三
家
・
御
三
卿
の
他
、
高
家
・
諸
衆
・
奏
者
番
・

布
衣
以
上
が
参
列
し
た
。

文
政
五
年
の
舞
楽
に
つ
い
て
他
に
記
録
し
た
も
の
は
未
見
で
あ
る
が
、文
政
六
年
の
管

絃
聴
聞
に
つ
い
て
は
、そ
の
詳
細
な
記
録
が
当
時
の
水
戸
藩
八
代
藩
主
斉な

り

脩の
ぶ

（
一
七
九
七

―
一
八
二
九
）
に
よ
っ
て
『
柳
営
管
弦
次
第
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、彰
考
館
に
残
さ
れ

て
い
る
。同
書
は
、元
平
戸
藩
主
で
当
時
は
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
松
浦
静
山（
一
七
一
〇

―
一
八
四
一
）
が
執
筆
し
た
『
甲
子
夜
話
』
に
「
今
の
水
戸
相
公
綴
ら
れ
し
な
り
と
云
」

と
し
て
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
甲
子
夜
話
』
版
は
『
楽
器
は
語
る
―
紀
州
藩
主
徳

川
治
宝
と
君
子
の
楽
―
』
中
で
も
遠
藤
徹
氏
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、詳
述
は
さ
れ
て
お

ら
ず
、
他
に
扱
っ
た
論
考
も
未
見
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
く
。『
甲
子
夜
話
』
で
は
当
該
記
事
は
巻
二
九
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
年
の
将
軍
が
正
一
位
左
大
臣
、将
軍
継
嗣
家
慶
が
正
二
位
内
大
臣
と
右
近
衛
大
将
を

兼
任
す
る
と
い
う
昇
叙
は
、
鎌
倉
幕
府
以
降
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
祝
っ
て
鹿
苑

院
殿
の
大
饗
に
な
ら
っ
て
御
遊
の
楽
を
行
っ
た
。
鹿
苑
院
殿
の
大
饗
と
は
、
永
徳
元
年

（
一
三
九
一
）
七
月
二
三
日
の
室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
内
大
臣
就
任
大
饗
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
に
際
し
、
二
月
二
八
日
に
勅
使
院
使
な
ら
び
に
管
絃
の
た
め
の
公
卿
・
殿
上
人
・

お
よ
び
伶
人
が
到
着
し
、客
館
の
宴
が
通
例
通
り
行
わ
れ
た
。
三
月
一
日
に
勅
定
す
な
わ

ち
将
軍
・
将
軍
継
嗣
の
昇
叙
が
伝
え
ら
れ
、
三
月
二
日
に
管
弦
聴
聞
が
行
わ
れ
た
。
前
日

に
、翌
日
の
管
弦
の
宴
で
着
用
す
る
た
め
に
紀
州
藩
一
一
代
藩
主
徳
川
斉な

り

順ゆ
き

（
一
八
〇
一

―
一
八
四
六
、
家
督
相
続
は
文
政
七
年
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
藩
主
で
は
な
く
継
嗣
）・

田
安
徳
川
家
三
代
当
主
徳
川
斉な

り

匡ま
さ

（
一
七
七
九
―
一
八
四
八
）・
一
橋
徳
川
家
四
代
当
主

徳
川
斉な

り

礼の
り

（
一
八
〇
三
―
一
八
三
〇
）・
清
水
徳
川
家
四
代
当
主
斉な
り

明の
り

（
一
八
一
〇
―

一
八
二
七
）、
引
用
元
の
『
柳
営
管
弦
次
第
』
の
筆
者
で
あ
る
水
戸
藩
八
代
藩
主
斉
脩
の

各
人
に
直
衣
が
下
賜
さ
れ
た
。
一
方
、
紀
州
藩
一
〇
代
藩
主
徳
川
治は

る

宝と
み

（
一
七
七
一
―

一
八
五
三
）、
尾
張
藩
一
一
代
藩
主
徳
川
斉な

り

朝と
も

（
一
七
九
三
―
一
八
五
〇
）
は
任
国
滞
在

中
で
欠
席
で
あ
っ
た
が
、
追
賜
さ
れ
た
。

当
日
は
雨
が
強
く
降
っ
て
い
た
が
後
に
止
み
、時
折
晴
れ
間
も
見
え
た
。
辰
の
刻
に
登

城
、
巳
の
刻
に
勅
使
院
使
、
管
弦
の
奏
者
が
参
殿
し
、
即
時
聴
聞
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
行
程
説
明
の
後
、
将
軍
・
将
軍
継
嗣
、
勅
使
・
院
使
・
公
卿
、
御
三
家
・
御

三
卿
・
譜
代
の
着
用
し
た
装
束
、
着
座
に
つ
い
て
の
説
明
、
さ
ら
に
盃
の
儀
式
に
つ
い
て

の
説
明
と
続
く
。

一
方
、
管
弦
に
関
連
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

徳
大
寺
実
堅
卿
・
四
辻
公
万
卿
・
同
公
説
卿
・
綾
小
路
俊
資
卿
・
同
有
長
卿
・
持
明
院

基
延
卿
は
一
之
間
西
面
に
着
座
、花
園
実
路
朝
臣
は
南
内
縁
に
着
座
。
中
奥
小
姓
大
岡
土

佐
守
忠
雄
が
琵
琶
を
持
っ
て
進
み
、実
堅
卿
の
御
前
に
置
く
。
岡
部
因
幡
守
長
富
が
和
琴

を
持
っ
て
進
み
、
公
万
卿
の
御
前
に
置
く
。
渡
辺
甲
斐
守
輝
綱
が
箏
を
持
っ
て
進
み
、
公

説
卿
の
御
前
に
置
く
。
小
笠
原
長
門
守
長
担
が
箏
を
持
っ
て
進
み
、有
長
卿
の
御
前
に
置

く
。
中
奥
番
大
沢
主
馬
信
豊
が
琵
琶
を
持
っ
て
進
み
、
実
路
朝
臣
の
御
前
に
置
く
。

公
卿
側
の
奏
者
に
つ
い
て
は
、
一
之
間
西
面
や
南
内
縁
な
ど
、
身
分
に
配
慮
さ
れ
た
場

所
に
着
座
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
楽
器
に
つ
い
て
は
直
接
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

中
奥
小
姓
や
中
奥
番
な
ど
、相
応
の
旗
本
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
こ
と
を
記
載
し
た
箇
所
の

記
載
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
実
堅
卿
の
琵
琶
は
白
雨
、
公
説
卿
の
箏
は

時
雨
、
実
路
卿
の
琵
琶
は
波
竜
の
銘
が
あ
り
、
一
方
、
公
万
卿
の
和
琴
と
有
長
卿
の
箏
は

無
銘
と
い
う
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

他
に
管
弦
の
奏
楽
に
参
加
し
た
伶
人
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

京
方

笙　
　

多
近
江
守
忠
堅　
　
　

笛　
　

山
井
伊
予
守
景
和

笙　
　

多
大
和
守
久
敬　
　
　

篳
篥　

安
倍
玄
蕃
権
介
季
良

篳
篥　

安
倍
肥
後
守
季
随　
　

同　
　

安
倍
大
隅
守
季
徳

笙　
　

豊
隠
岐
守
文
秋　
　
　

笛　
　

山
井
左
近
将
曹
基
寿

　
　

南
都
方

篳
篥　

窪
甲
斐
守
近
義　
　
　

笛　
　

奥
丹
波
守
好
古

同　
　

上
右
近
将
監
近
興　
　

同　
　

辻
左
近
将
監
高
挙
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笙　
　

辻
豊
前
守
則
是　
　
　

　
　

天
王
寺
方

笙　
　

林
日
向
守
広
好　
　
　

同　
　

薗
淡
路
守
広
勝

同　
　

林
木
工
助
広
済　
　
　

篳
篥　

東
儀
出
雲
守
季
邑

　
　

紅
葉
山
方

東
儀
隼
人
佑
季
蕃　
　
　

山
井
内
蔵
助
景
富

東
儀
将
曹
元
鳳　
　
　

多
縫
殿
助
忠
彬

東
儀
越
中
守
季
城

京
方
だ
け
で
な
く
三
方
か
ら
楽
人
が
招
聘
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
倍
季
良
・
豊
文

秋
・
奥
好
古
・
窪
近
義
・
林
広
好
な
ど
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
先
の
公
卿
の
担
当
楽
器
と
も
合
わ
せ
る
と
、
基
本
的
に
箏
・
琵
琶
・
和
琴
な
ど
弾
物

を
公
卿
が
、
吹
物
を
楽
人
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
紅
葉
山
楽
人
も
名
前
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
形
で
加
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

演
奏
曲
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

呂　

双
調
調
子　
無
二
御
遊
之
音
取
一
不
レ
知
二
其
故
一

穴
尊　
　

鳥
破
只
拍
子　
　

席
田

鳥
急
残
楽　
　

胡
飲
酒　

拠
二
永
徳
元
年
之
度
一
等
座
俄
被
レ
加
之
例
歟

律　

平
調
調
子

万
歳
楽
只
拍
子　
　

伊
勢
海　
　

五
常
楽

音
頭
安
倍
季
良　
　

豊
文
秋　
　

山
井
基
寿

残
楽
窪
近
義　
　

奥
好
古　
　

林
広
好（12）

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
呂
律
で
構
成
さ
れ
、
呂
は
双
調
、
律
は
平
調
が
選
択
さ
れ
た
。
曲
目

は
、
呂
で
は
《
穴
尊
》（
安
名
尊
）《
席
田
》、
律
で
は
《
伊
勢
海
》
の
催
馬
楽
、
な
ら
び

に
《
鳥
急
》
で
は
残
楽
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
目
を
引
く
。《
鳥
破
》
お
よ
び
《
鳥
急
》

は
、
曲
名
お
よ
び
そ
の
前
に
双
調
の
音
取
を
奏
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、《
迦
陵
頻
》
の
双

調
渡
し
物
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
《
鳥
破
》
お
よ
び
《
万
歳
楽
》
は

只
拍
子
と
い
う
、
か
な
り
凝
っ
た
選
曲
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、《
胡
飲
酒
》

は
、
こ
の
管
弦
聴
聞
が
行
わ
れ
た
際
参
照
さ
れ
た
、
永
徳
元
年
の
足
利
義
満
の
昇
叙
時
に

行
わ
れ
た
と
い
う
楽
に
依
っ
て
追
加
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、筆
者
の
水
戸
斉
脩
が
解
釈

を
加
え
て
い
る
。

催
馬
楽
は
、寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
の
際
に
《
伊
勢

海
》
を
復
曲
し
た
こ
と
を
始
め
と
し
て
江
戸
期
に
次
々
に
復
曲
が
進
め
ら
れ
、《
安
名
尊
》

《
席
田
》
も
復
曲
さ
れ
た
。
古
譜
と
律
が
合
わ
な
い
等
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
こ
の
管

弦
聴
聞
の
わ
ず
か
十
三
年
前
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
現
在
に
至
る
原
型
が
整
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
管
弦
聴
聞
は
、『
柳
営
管
弦
次
第
』
に
「
於
レ
是
尊
ニ
鹿
苑
院
殿
之
大
饗
一
、
被
レ
賜

ニ
大
饗
一
御
遊
之
楽
云
（々13）

」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
御
遊
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
御
遊
の
形
式
に
即
し
て
呂
律
を
揃

え
、
催
馬
楽
の
他
、
残
楽
や
渡
し
物
な
ど
、
御
遊
と
し
て
の
形
態
を
保
持
し
て
い
た
。
年

代
的
な
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
管
弦
聴
聞
は
、
武
家
の
前
で
復
元
し
た
催
馬
楽
を
挿

入
し
て
御
遊
の
形
で
上
演
さ
れ
た
初
め
て
の
機
会
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
演
奏
者
側
も
聴
衆
側
も
こ
の
管
弦
聴
聞
へ
の
相
当
な
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

曲
目
等
の
後
は
演
奏
者
に
下
賜
さ
れ
た
禄
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
退
去
に
つ
い
て
記
し
、

行
事
の
記
録
は
ほ
ぼ
終
了
す
る
。

昇
叙
に
伴
う
儀
式
は
、通
常
叙
任
さ
れ
た
年
と
翌
年
の
二
年
に
わ
た
っ
て
勅
使
が
江
戸

へ
下
向
し
て
行
わ
れ
る
が
、
毎
回
勅
使
・
院
使
と
と
も
に
伶
人
も
同
行
し
て
い
る
の
で
、

儀
式
中
に
何
ら
か
の
演
奏
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。少
な
く
と
も
今
回
の
こ

の
昇
叙
の
該
当
者
で
あ
る
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
以
降
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
ま
で
の

叙
任
に
際
し
、伶
人
が
同
行
し
な
か
っ
た
例
は
ほ
ぼ
な
い
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
場
面
で

何
の
曲
を
ど
の
よ
う
な
編
成
で
演
奏
し
た
の
か
等
、具
体
的
な
奏
楽
の
動
向
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
文
政
六
年
の
管
弦
聴
聞
と
同
様
に
、
叙
任
に
際
し
、
儀
式
と
は
別
に
雅
楽
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の
演
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
例
は
、

『
徳
川
実
記
』
で
見
る
限
り
、
他

に
二
件
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（
表
1
参
照
）
う
ち
一
件
は
文
政

五
年
す
な
わ
ち
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
文
政
六
年
と
同
じ
昇
叙
の

一
連
の
行
事
中
、
一
回
目
の
勅
使

下
向
の
際
に
行
わ
れ
た
舞
楽
で

あ
り
、
も
う
一
件
は
文
政
一
一
年

に
行
わ
れ
た
次
の
昇
叙
、
す
な
わ

ち
家
斉
が
太
政
大
臣
、
家
慶
が
従

一
位
に
昇
叙
と
な
っ
た
際
の
管

弦
聴
聞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

『
柳
営
管
弦
次
第
』
が
作
成
さ
れ

る
元
と
な
っ
た
文
政
五
年
か
ら

六
年
の
昇
叙
お
よ
び
そ
の
次
の

回
の
文
政
一
一
年
の
昇
叙
儀
式

の
際
の
二
回
の
み
、
儀
式
中
の
奏

楽
だ
け
で
な
く
別
に
雅
楽
演
奏

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
す
べ
て
一
一
代
将
軍
家
斉

の
代
で
の
こ
と
で
あ
る
。

『
柳
営
管
弦
次
第
』
の
最
後
に

筆
者
水
戸
斉
脩
の
感
想
と
し
て
、

「
凡
今
日
之
儀
、
可
レ
謂
二
千
載
一

遇
一
。
珍
重
々
々
。
万
人
之
美
談

也
。
何
究
二
余
筆
端
一
耳
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
御
三
家
の
水
戸
藩
主
で
さ
え
、
こ
の
管
弦
御
遊
が
大
変
珍
し
く
千
載
一
遇
の

機
会
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、こ
の
よ
う
な
管
弦
奏
楽
は
昇
叙
の
際
の
通

常
行
事
で
は
な
く
、
文
政
六
年
段
階
で
ほ
ぼ
初
め
て
行
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、

文
政
一
一
年
以
降
に
行
わ
れ
た
記
録
が
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、よ
り
史
料
の
精
査
が
必

要
に
な
る
が
、
幕
府
の
財
政
上
の
問
題
や
弱
体
化
、
幕
末
に
向
か
う
幕
府
内
外
の
混
乱

等
、
時
勢
の
問
題
が
多
大
に
関
与
し
、
家
斉
の
代
で
行
わ
れ
た
行
事
が
受
け
継
が
れ
な

か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

  

弘
前
藩
主
の
文
政
六
年
の
管
弦
御
遊
出
席
と
弘
前
（
国
許
）
に
お
け
る
奏
楽
聴
聞

四
．
一　

文
政
六
年
営
中
管
弦
御
遊
へ
の
出
席

『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
は
前
述
の
通
り
水
戸
藩
主
徳
川
斉
脩
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

記
録
で
あ
り
、
行
事
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
出
席
者
に
つ
い
て
は
御
三
家
等

主
要
な
者
の
着
衣
の
記
録
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
以
外
は
記
述
が
な
い
。『
続
徳
川

実
記
』
に
は
、
出
席
者
は
将
軍
家
斉
・
次
期
将
軍
家
慶
、
勅
使
院
使
関
係
者
の
他
に
「
水

紀
の
か
た
が
た
は
じ
め
。
高
家
。
諸
衆
。
奏
者
番
。
布
衣
以
上
ま
う
の
ぼ
る（14）
」と
あ
る
よ

う
に
、
御
三
家
・
御
三
卿
・
高
家
・
そ
の
他
大
名
・
布
衣
つ
ま
り
旗
本
ま
で
含
め
た
武
家

の
当
主
ほ
ぼ
全
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
に
「
紀

伊
大
納
言
治
宝
卿
、
尾
張
中
納
言
斉
朝
卿
、
依
レ
在
二
食
国
一（15）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
参
勤
交

代
で
在
国
の
者
は
出
席
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
紀
州
藩
は
、
藩
主
の
治
宝
は
在
国
で
欠

席
で
あ
っ
た
が
嫡
子
の
斉
順
が
出
席
し
て
お
り
、ま
た
田
安
家
か
ら
は
当
主
で
あ
る
徳
川

斉
匡
と
養
子
の
斉
荘（16）
の
二
名
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、嫡
子
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当

す
る
者
が
代
参
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
当
主
と
同
道
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
一
方
で
尾
張
藩
か
ら
は
出
席
し
て
い
な
い
の
で
、必
ず
し
も
代
参
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、右
記
の
よ
う
に
『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
に
記
さ
れ
た
御
三
家
御
三
卿
や
主
要

な
譜
代
大
名
以
外
の
大
名
家
が
ど
の
程
度
出
席
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
の
だ
が
、弘

容内載記容内年

文政5年3月27日 舞楽
こたびの御祝として西城にて御前を進らせられ。舞楽あり。よて成らせらる。溜
詰。普第の大名。高家。詰衆。奏者番。菊の間縁詰。布衣以上。法印法眼の医
員まで西城にまうのぼり舞楽見物あり。

文政6年3月2日 管弦
2日管弦御聴聞したまふにより。水紀のかたがたはじめ。高家。詰衆。奏者番。布
衣以上まうのぼる。両御所御表へ出たまひ。やがて大広間へわたらせられて御
聴聞あり。

文政11年4月6日 管弦

6日任相国の大饗あり。管弦を聞召さる。公卿殿上人は冠直衣。紀水両家。松平
因幡守。松平越後守。松平三河守。及び三家。越前家の庶流のともがら。溜詰。
奏者番はじめ。五位以上は襲衣冠にて。布衣以上までまうのぼり。（中略）所作
の公卿は大納言公説卿は和琴。前大納言俊資卿は歌。中納言公久卿は琵琶。
三位有長卿。左京大夫基延は歌。侍従実路は琵琶。少将公徳。右兵衛佐公恪
は箏なり。楽は安名尊。鳥破。席田。鳥急。武徳楽。更衣。五常楽急。万歳楽な
り。

表 1．昇叙時の奏楽行事
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前
藩
主
は
こ
の
時
期
江
戸
に
お
り
、
こ
の
管
絃
会

に
出
席
し
て
い
た
。
そ
れ
は
弘
前
藩
史
料
に
『
文

政
六
癸
未
年
三
月
二
日
参
向
之
公
家
衆
於
営
中
管

弦
公
家
衆
名
前（17）
』（
以
下
『
於
営
中
管
弦
公
家
衆
名

前
』
と
表
記
す
る
）
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の
史
料
は
こ
の
文
政

六
年
の
管
弦
御
遊
の
際
配
布
さ
れ
た
目
録
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
他
藩
で
同
種
の
目
録
が
残
存
し

て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
国
文

学
研
究
史
料
館
の
収
蔵
資
料
群
に
は
所
蔵
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
彰
考
館
で
も
目
録
に
つ
い
て

は
所
蔵
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
当
日
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
目
録
は

こ
の
一
点
を
除
い
て
未
見
で
あ
る
。

こ
の
史
料
が
弘
前
藩
の
覚
書
で
は
な
く
当
日
の

配
布
資
料
で
あ
る
と
推
測
す
る
の
は
、
そ
の
形
態

の
特
異
性
の
た
め
で
あ
る
。
同
資
料
は
図
1
の
よ

う
に
、
柄
入
り
の
上
質
な
料
紙
を
二
枚
継
い
だ
も

の
に
印
刷
で
は
な
く
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ

れ
が
弘
前
藩
の
覚
書
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
特

別
な
用
紙
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
普
通
の
紙

に
記
載
し
、
冊
子
状
に
し
た
だ
ろ
う
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

記
載
さ
れ
た
内
容
は
『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』

と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
く
、
番
組
・
公
卿
の

演
奏
者
名
と
担
当
楽
器
・
音
頭
・
残
楽
の
担
当
人

名
・
他
三
方
楽
所
の
楽
人
名
で
あ
り
、
そ
の
他
に

は
余
計
な
内
容
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。こ
の
こ
と
も
ま
た
こ
の
史
料
が
当
日
の
目
録
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、楽
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
七

人
と
い
う
記
述
と
京
方
・
南
都
方
・
天
王
寺
方
の
楽
人
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
京
都
方
は

多
近
江
守
忠
堅
・
山
井
伊
予
守
景
和
・
安
倍
伊
賀
守
季
良
・
安
倍
肥
後
守
季
随
・
多
大
和

守
久
敬
・
安
倍
左
近
将
監
季
徳
の
六
名
、
南
都
方
は
窪
甲
斐
守
近
義
一
名
、
天
王
寺
方
は

林
日
向
守
広
好
・
岡
淡
路
守
広
照
・
東
儀
出
雲
守
季
邑
・
林
木
工
助
広
済
の
四
名
で
、
合

計
一
一
名
の
名
前
し
か
記
載
さ
れ
な
い
。
一
方
、
音
頭
に
は
文
秋
・
季
良
・
基
寿
の
三

名
、
残
楽
に
は
広
好
・
近
儀
・
好
古
の
三
名
の
名
が
あ
り
、
右
記
の
楽
人
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
人
物
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
文
秋
、
基
寿
、
好
古
）。
そ
れ
を
合
わ
せ
て
も
一
七

名
の
名
前
は
揃
わ
な
い
こ
と
、『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
で
は
薗
淡
路
守
広
勝
と
あ
る
の

に
対
し
『
於
営
中
管
弦
公
家
衆
名
前
』
で
は
岡
淡
路
守
広
照
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、楽
人

名
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
に
は
記
載
の
な
い
公
卿

の
担
当
に
つ
い
て
「
和
琴　

四
辻
前
大
納
言
、
琵
琶
徳
大
寺
大
納
言
、
花
園
美
作
権
介
、

箏
四
辻
中
納
言
、
歌　

按
察
使
大
納
言
、
綾
小
路
三
位
、
持
明
院
三
位
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。『
柳
営
管
弦
聴
聞
次
第
』
で
は
綾
小
路
三
位
に
は
箏
が
運
ば
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
『
於
宮
中
管
絃
公
家
衆
名
前
』
で
は
箏
で
は
な
く
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
、綾

小
路
前
中
納
言
俊
資
が
按
察
使
大
納
言
に
な
っ
て
い
る
等
、
若
干
情
報
が
異
な
る
。
ま

た
、
歌
の
担
当
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
催
馬
楽
の
際
、
按
察
使
大
納
言
・
綾

小
路
三
位
・
持
明
院
三
位
が
歌
を
担
当
し
た
こ
と
が
同
史
料
か
ら
判
明
す
る
。
一
方
で
、

紅
葉
山
楽
人
に
つ
い
て
は
一
切
記
載
が
な
い
。こ
の
こ
と
は
紅
葉
山
楽
人
が
正
式
な
演
奏

者
と
し
て
参
加
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。紅

葉
山
楽
人
の
件
は
と
も
か
く
、
そ
の
他
の
記
載
事
項
に
関
し
て
は
、『
柳
営
管
弦
聴
聞
次

第
』
は
水
戸
斉
脩
の
事
後
の
覚
書
で
あ
る
の
で
、『
於
営
中
管
弦
公
家
衆
名
前
』
が
当
日

配
布
さ
れ
た
目
録
と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
ち
ら
の
情
報
が
正
し
い
と
見
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。

こ
の
『
於
営
中
管
弦
公
家
衆
名
前
』
に
は
書
き
込
み
は
一
切
な
く
、津
軽
藩
主
が
こ
の

行
事
や
上
演
さ
れ
た
内
容
等
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
か
は
こ
こ
か
ら
は
判
明
し
な

図 1．国文学研究資料館津軽家文書『於営中管弦公家衆名前』
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い
。
し
か
し
、
弘
前
藩
で
は
も
う
一
点
、『
催
馬
楽
考
』
と
い
う
史
料
を
『
於
宮
中
管
絃

公
家
衆
名
前
』
と
同
じ
封
紙
に
包
ん
で
関
連
し
た
史
料
と
し
て
扱
い
、現
在
で
も
そ
の
形

で
保
存
さ
れ
て
い
る
。『
催
馬
楽
考
』
の
み
の
封
紙
に
は
「
催
馬
楽
考　

伊
勢
海
安
名
尊

席
田
」
と
あ
り
、
中
は
催
馬
楽
の
説
明
の
後
、
律
曲
《
伊
勢
海
》、
呂
曲
《
安
名
尊
》《
席

田
》の
歌
詞
お
よ
び
関
連
す
る
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
政
六
年
の
管
絃
会
の
際
演
奏

さ
れ
た
催
馬
楽
の
曲
名
と
完
全
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、こ
の
会
後
に
催
馬
楽
に
つ
い
て
調

べ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

弘
前
藩
に
は
藩
庁
日
記
が
大
部
分
残
存
し
て
お
り
、多
く
の
藩
内
の
動
向
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
文
政
六
年
の
江
戸
日
記
は
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

管
弦
の
際
、
弘
前
藩
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
、
藩
主
は
ど
の
よ
う
に
出
席
し

た
の
か
等
、
藩
と
し
て
の
記
録
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
、
右
記
の
よ
う

に
、
弘
前
藩
主
が
管
弦
御
遊
に
出
席
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
た
曲
目
、
特
に
催
馬

楽
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
『
催
馬
楽
考
』
の
存
在
か
ら
、

雅
楽
、
特
に
管
弦
御
遊
で
演
奏
さ
れ
た
催
馬
楽
に
つ
い
て
藩
主
が
関
心
を
持
ち
、
か
つ
学

習
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
．
二　

弘
前
（
国
許
）
に
お
け
る
奏
楽
聴
聞

弘
前
藩
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
創
設
し
た
国
許
の
藩
校
、稽
古
館
の
教
習
科
目

に
奏
楽
を
設
け
、藩
校
内
で
雅
楽
を
教
習
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
述
べ
て
き

た
通
り
で
あ
る（18）
。
同
論
考
中
で
述
べ
た
通
り
、弘
前
藩
校
に
お
い
て
奏
楽
を
教
習
す
る
主

な
目
的
は
、藩
校
内
に
存
在
し
て
い
た
孔
子
廟
で
毎
年
実
施
し
て
い
た
釈
奠
の
奏
楽
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
藩
で
も
藩
校
、
孔
子
廟
お
よ
び
釈
奠
は
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
で
奏
楽
の
教
習
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
釈
奠
時
の
奏
楽
実
態
も
不
明
で
あ
る
。

奏
楽
の
教
習
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
、
弘
前
藩
お
よ
び
稽
古
館

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、弘
前
図
書
館
に
は
『
奏
楽
御
用
留
』
と
い
う
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
先
に
紹
介
し
て
い
る（19）
。
同
書
の
内
容
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）・
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）・
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
弘
前
城
内
で
行
わ
れ
た
奏
楽
聴
聞
に

関
す
る
記
録
、お
よ
び
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
翌
三
年
に
か
け
て
の
奏
楽
教
習
停

止
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
つ
ま
り
、こ
の
史
料
は
聴
聞
す
な
わ
ち
藩
主
が
藩
士
の
奏
楽

に
耳
を
傾
け
た
記
録
で
あ
る
。
拙
稿
で
す
で
に
述
べ
た
こ
れ
ら
の
一
連
の
動
向
、特
に
藩

校
に
お
け
る
楽
実
践
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、こ
れ

ら
の
弘
前
藩
士
に
よ
る
雅
楽
教
習
及
び
実
践
に
つ
い
て
、特
に
『
奏
楽
御
用
留
』
に
記
載

さ
れ
た
内
容
お
よ
び
事
項
を
今
回
の
テ
―
マ
で
あ
る
弘
前
藩
主
を
軸
に
解
釈
す
る
こ
と

を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
奏
楽
御
用
留
』
に
記
述
さ
れ
た
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

和
暦

西
暦

演
奏
曲
目
1
演
奏
曲
目
2
演
奏
曲
目
3
演
奏
曲
目
4
演
奏
曲
目
5

天
保
14

18
43
賀
殿

林
歌

青
海
波

抜
頭

合
歓
塩

安
政
5

18
58
五
常
楽

越
天
楽

抜
頭

蘭
陵
王

林
歌

文
久
2

18
62
賀
殿

五
常
楽

林
歌

太
平
楽

抜
頭

和
暦

西
暦

演
奏
者
1

演
奏
者
2

演
奏
者
3

演
奏
者
4

演
奏
者
5

演
奏
者
6

演
奏
者
7

演
奏
者
8
演
奏
者
9

演
奏
者
10

演
奏
者
11

天
保
14

18
43
兼
平
帯
刀

同
(取
扱
)丹
下
同
弁
之
助

毛
内
有
右
衛
門
木
村
才
助

松
井
武
四
郎

吉
崎
伴
之
進

斎
藤
善
兵
衛

安
政
5

18
58

小
野
若
狭

山
形
修
助

斎
藤
善
兵
衛
佐
田
平
吉

伴
勇
蔵

斎
藤
鉄
太
郎

館
山
勇
三
郎
斎
藤
長
門

毛
内
平
二

葛
西
祐
助

文
久
2

18
62
小
野
若
狭

斎
藤
善
兵
衛
佐
田
平
吉

竹
内
庄
八
郎
大
行
院

斎
藤
長
門

川
越
又
八
郎

斎
藤
伝
太
夫
伴
勇
蔵

斎
藤
鉄
太
郎

小
山
内
安
左
衛
門

大
道
寺
源
之
進

大
道
寺
源
之

表
2．
『
奏
楽
御
用
留
』
に
見
ら
れ
る
奏
楽
聴
聞
の
曲
名
お
よ
び
演
奏
者
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奏
楽
聴
聞
は
同
史
料
で
は
天
保
一
四
年
、
安
政
五
年
、
文
久
二
年
に
実
施
さ
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
四
年
時
は
代
表
者
で
あ
る
斎
藤
善
兵
衛
と
い
う
御
馬
廻
与
力
に
対

し
五
月
一
〇
日
に
聴
聞
が
申
し
渡
さ
れ
、
同
年
閏
九
月
二
八
日
八
つ
頃
よ
り
城
内
梅
の
間

に
て
行
わ
れ
、七
つ
半
頃
に
終
了
し
た
。
曲
目
は
《
賀
殿
》《
林
歌
》《
青
海
波
》《
拔
頭
》

《
合
歓
塩
》
の
五
曲
で
、
斎
藤
善
兵
衛
以
外
に
九
名
、
合
計
一
〇
名
で
御
前
演
奏
を
行
っ

た
。（
表
2
参
照
）
楽
器
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
奏
者
一
〇
名
の
他
に
笙
温
方
が
二

名
記
さ
れ
て
お
り
、一
二
名
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。楽
器
構
成
は
笛
、

篳
篥
、
笙
に
箏
と
太
鼓
で
、
梅
の
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
演
奏
し
た
の
か
が

図
入
り
で
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
中
央
に
藩
主
が
着
座
し
、
そ
れ
と
向
か
い
合

う
よ
う
に
笛
及
び
篳
篥
が
座
り
、
そ
れ
と
直
角
に
な
る
よ
う
な
配
置
で
笙
、
さ
ら
に
笙
の

向
か
い
に
箏
と
太
鼓
が
座
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
図
2
参
照
）

こ
の
聴
聞
の
際
、終
了
後
に
代
表
者
一
名
が
そ
の
場
に
残
り
御
前
近
く
に
進
ん
で
楽
に

つ
い
て
長
談
し
、
さ
ら
に
取
次
を
介
し
て
「
先
代
之
御
取
立
被
成
候
楽
、
此
方
之
代
ニ
廃

候
而
ハ
先
代
ニ
申
訳
ハ
な
い
、
末
永
廃
セ
な
い
様
ニ
致
て
呉
よ
、
今
日
ハ
何
れ
も
至
極
宜

出
来
た
、
感
心
致（20）
」
と
の
言
葉
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

安
政
五
年
は
三
月
六
日
、天
保
一
四
年
と
同
様
八
つ
頃
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
際
の

曲
目
は
《
平
調
音
取
》《
五
常
楽
》《
越
天
楽
》《
太
食
調
音
取
》《
拔
頭
》《
蘭
陵
王
》《
林

歌
》
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
藩
主
が
譜
を
お
好
み
な
の
で
、《
輪
鼓
揮
脱
》
と
《
合
歓
塩
》

を
申
し
上
げ
た
（
差
し
上
げ
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
演
奏
者
は
一
一
名
で
、そ
の
う
ち

天
保
一
四
年
時
に
も
出
演
し
て
い
た
者
が
、大
道
寺
源
之
進
と
斎
藤
善
兵
衛
の
二
名
存
在

し
た
。（
表
2
参
照
）
楽
器
構
成
は
天
保
一
四
年
時
と
同
様
、
笛
、
篳
篥
、
笙
に
箏
と
太

鼓
で
あ
る
が
、《
蘭
陵
王
》
に
は
演
奏
者
の
横
に
舞
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

は
舞
楽
と
し
て
上
演
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。安
政
五
年
の
記
録
は
他
の
二
件
よ
り
簡
素
で

藩
主
の
言
葉
な
ど
の
記
載
は
な
い
。
演
奏
時
の
席
次
は
図
3
の
通
り
で
あ
る
。

文
久
二
年
は
五
月
二
二
日
・
二
四
日
に
学
問
所
の
諸
芸
上
覧
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
終
了

し
た
後
、
奏
楽
の
者
が
呼
び
出
さ
れ
、
奏
楽
の
聴
聞
が
申
し
渡
さ
れ
た
上
、
演
奏
者
と
曲

名
を
提
出
す
る
よ
う
申
し
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
提
出
し
た
楽
人
は
十
名
で
、
笛
四
名
、

篳
篥
三
名
、
笙
三
名
、
箏
と
太
鼓
は
兼
業
と
届
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
は

安
政
五
年
時
と
時
期
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、十
名
中
六
名
が
安
政
五
年
の
演
奏
者
と
共
通

図 2．天保 14 年奏楽聴聞時席次図

図 3．安政 5 年奏楽聴聞時席次図
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し
て
い
た
。そ
の
う
ち
斎
藤
善
兵
衛
一
名
の
み
が
天
保
一
四
年
か
ら
す
べ
て
の
聴
聞
に
出

演
し
て
い
る
。（
表
2
参
照
）

聴
聞
は
六
月
八
日
に
決
定
し
、九
つ
頃
よ
り
三
の
丸
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
演
奏
曲

目
は
《
賀
殿
》《
五
常
楽
》《
林
歌
》《
太
平
楽
》《
拔
頭
》
の
五
曲
で
あ
っ
た
。
着
座
の
配

置
は
天
保
四
年
時
と
同
様
に
、
藩
主
の
正
面
に
笛
、
篳
篥
、
笙
が
並
び
、
管
と
は
直
角

に
、
箏
と
太
鼓
が
向
い
合
っ
て
座
る
形
で
あ
っ
た
。

こ
の
聴
聞
の
際
も
藩
主
と
の
対
話
が
設
け
ら
れ
、「
御
意
之
趣
何
れ
も
至
而
宣
出
来
感

心
致
し
候
、
此
末
と
も
出
精
為
致
候
様
」
と
の
言
葉
を
賜
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
「
夫
よ
り

御
楽器

不
残
高
覧
被
遊
、
和
曲
迄
学
問
所
よ
り
取
寄
申
候（21）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
楽
器
の
高

覧
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
終
了
後
取
次
を
介
し
て「
今
日
上
様
至
極
御
喜

ニ
而
寛
々
御
楽
ミ
ニ
付
一
統
寛
々
頂
戴
候
様
、」
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
六
月
一
〇
日
に
も

「
稽
古
館
之
楽
を
初
而
聞
し
候
が
中
々
丹
能
し
候
、
何
れ
も
感
心
致
し
候
、
時
習
館
之
楽

と
何
ニ
も
違
事
が
な
い
、
只
管
絃
之
次
第
ハ
違
ふ
様
ニ
思
召
候（22）
、」
と
の
上
意
が
伝
え
ら

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
『
奏
楽
御
用
留
』
と
は
別
に
、『
藩
庁
日
記
』
の
寛
政
一
二
年
八
月
一
二
日
の

条
に
「
御
講
釈
の
ち
菊
の
間
に
て
奏
楽
を
御
聴
き
な
さ
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
際

は
演
奏
曲
目
、
演
奏
者
、
楽
器
編
成
な
ど
は
記
載
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
奏

楽
御
用
留
』
に
記
さ
れ
た
聴
聞
の
時
期
と
比
べ
る
と
か
な
り
早
い
時
期
で
あ
る
が
、藩
校

開
校
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。藩
校
が
設
立
さ
れ
た
当
時
か
ら
藩
主
の
奏
楽
教
習
に

関
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
れ
ら
四
件
の
国
許
に
お
け
る
奏
楽
聴
聞
の
動
向
か
ら
判
明
す
る
、演
奏
さ
れ
た
曲
目

や
楽
器
、
演
奏
者
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
て
考
察
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
、

藩
主
に
関
す
る
点
と
そ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
の
み
考
察
す
る
。

一
件
目
の
寛
政
一
二
年
の
聴
聞
は
、九
代
藩
主
寧
親
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
寧
親
は

八
代
藩
主
信
明
の
意
思
を
引
き
継
い
で
藩
校
を
開
講
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、寛

政
一
二
年
時
は
講
釈
の
後
に
奏
楽
を
聴
い
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、藩
校
の
順
調
な
展
開
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、寧
親
の
隠
居
は
文
政
八

年
な
の
で
、文
政
六
年
の
江
戸
城
で
行
わ
れ
た
管
弦
御
遊
も
臨
席
し
た
の
は
寧
親
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、江
戸
城
で
の
管
弦
御
遊
の
二
三
年
も
前
に
国
許
で
聴
聞
を
行
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、文
政
六
年
ま
で
全
く
雅
楽
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
む
し
ろ
雅
楽
に
関
心
を
持
ち
、
親
し
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、文
政
六
年
の
御
遊
時
に
お
そ
ら
く
は
初
め
て
聴
い
た
で
あ

ろ
う
催
馬
楽
に
つ
い
て
、急
ぎ
調
査
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
行
動
に
も
説
明
が
付
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
寧
親
の
跡
を
継
い
だ
一
〇
代
藩
主
信
順
は
天
保
一
〇
年
に
隠
居
し
て
い
る
の

で
、
天
保
一
四
年
に
行
わ
れ
た
奏
楽
聴
聞
は
一
一
代
藩
主
順
承
の
代
で
あ
る
こ
と
、
し
た

が
っ
て
信
順
は
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
記
録
の
あ
る
国
許
の
奏
楽
に
は
関
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
通
り
天
保
一
四
年
の
聴
聞
の
際
、
順
承
は

「
先
代
之
御
取
立
被
成
候
楽
、
此
方
之
代
ニ
廃
候
而
ハ
先
代
ニ
申
訳
ハ
な
い
、
末
永
廃
セ

な
い
様
ニ
致
て
呉
よ（23）
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
『
奏
楽
御
用
留
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
ま
ま
素
直
に
読
め
ば
一
〇
代
藩
主
信
順
が
楽
の
教
習
を
取
り
立
て
た
と
な
る
。

右
記
の
状
態
を
勘
案
す
る
と
こ
の
「
先
代
」
が
藩
校
を
開
校
し
聴
聞
も
行
っ
て
い
た
九
代

藩
主
寧
親
を
指
す
の
か
、
一
〇
代
藩
主
信
順
を
指
す
の
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
に
迷

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
〇
代
藩
主
信
順
の
楽
に
関
す
る
記
録
は
、こ
の
一
文

以
外
未
見
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。

ま
た
、
右
記
に
続
い
て
「
今
日
ハ
何
れ
も
至
極
宜
出
来
た
、
感
心
致
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、一
一
代
藩
主
順
承
は
演
奏
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
の

か
が
判
断
で
き
る
程
度
に
は
楽
の
知
識
お
よ
び
触
れ
る
機
会
が
相
応
に
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、こ
れ
ら
の
藩
主
の
発
言
を
得
た
藩
校
の
演
奏
者
た
ち

は
、
藩
校
に
お
け
る
奏
楽
実
習
の
正
当
性
を
保
証
さ
れ
た
形
と
な
り
、
ま
す
ま
す
練
習
に

励
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

順
承
の
隠
居
は
安
政
六
年
で
あ
る
の
で
、
安
政
五
年
の
聴
聞
も
同
じ
く
順
承
で
あ
っ

た
。
こ
の
安
政
五
年
の
奏
楽
は
、
先
述
の
通
り
管
弦
の
み
で
な
く
《
蘭
陵
王
》
で
舞
も

行
っ
て
お
り
、
藩
校
設
立
の
寛
政
八
年
か
ら
六
二
年
の
間
に
、
稽
古
館
の
奏
楽
は
藩
主
に
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舞
楽
を
披
露
で
き
る
水
準
を
有
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。前
回
の
天
保
一
四
年
か
ら
は
一
五

年
経
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
聴
聞
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
同
じ
藩
主
に
前
回
以
後
の
成
果
を
披
露
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。こ
の

二
回
の
聴
聞
の
際
演
奏
し
た
奏
者
は
二
名
を
除
い
て
新
た
な
人
物
で
あ
る
が
、そ
れ
は
裏

を
返
せ
ば
、
人
前
、
そ
れ
も
藩
主
の
前
で
演
奏
で
き
る
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
新
た
に
八

名
育
成
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
際
《
蘭
陵
王
》
を
舞
っ
た
の
は
天

保
一
四
年
か
ら
文
久
二
年
ま
で
す
べ
て
の
聴
聞
に
奏
者
と
し
て
唯
一
名
を
連
ね
た
斎
藤

善
兵
衛
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、斎
藤
善
兵
衛
が
弘
前
に
お
け
る
奏
楽
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

安
政
五
年
時
の
聴
聞
に
際
し
て
は
藩
主
順
承
の
言
動
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、藩

主
が
譜
を
お
好
み
な
の
で
《
輪
鼓
揮
脱
》
と
《
合
歓
塩
》
を
申
し
上
げ
た
（
差
し
上
げ

た
）
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら
天
保
一
四
年
時
と
同
様
に
終
演
後
藩
主
と

奏
者
の
間
で
歓
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
順
承
が
雅
楽
の
譜
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
、
し

た
が
っ
て
雅
楽
譜
が
読
め
た
か
、ま
た
は
少
な
く
と
も
譜
に
興
味
を
示
す
程
度
に
は
雅
楽

ま
た
は
楽
曲
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
天
保

一
四
年
・
安
政
五
年
の
二
回
の
聴
聞
か
ら
は
、
順
承
が
雅
楽
に
は
興
味
は
な
い
も
の
の
藩

主
の
仕
事
の
一
環
と
し
て
だ
け
で
聴
聞
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、明
ら
か
に
雅

楽
に
対
す
る
興
味
関
心
と
相
応
の
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
、真
剣
に
聴
聞
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
の
文
久
二
年
の
聴
聞
は
、代
が
替
わ
っ
て
一
二
代
藩
主
承
昭
で
あ
っ
た
。
承
昭
も

ま
た
、「
稽
古
館
之
楽
を
初
而
聞
し
候
が
中
々
丹
能
し
候
、
何
れ
も
感
心
致
し
候（24）
」
と
の

言
葉
を
掛
け
た
こ
と
か
ら
、承
昭
は
雅
楽
の
演
奏
の
質
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
こ
の
回
の
聴
聞
は
楽
器
の
高
覧
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
て

お
り
、
承
昭
の
雅
楽
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
承
昭
は

こ
の
奏
楽
を
聴
い
て
堪
能
し
た
と
至
極
喜
び
、
感
心
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
れ
に
続
い
て
「
時
習
館
之
楽
と
何
ニ
も
違
事
が
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

時
習
館
と
は
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
内
の
藩
校
の
こ
と
で
あ
る
が
、こ
の
文
言
は
時
習
館
で
も

奏
楽
教
習
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。時
習
館
で
の
奏
楽
は
こ
れ
ま
で
史
料

的
に
裏
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
い
え

よ
う
。
ま
た
「
只
管
絃
之
次
第
ハ
違
ふ
様
ニ
思
召
候
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
録
音
再

生
の
手
段
が
な
い
江
戸
時
代
に
お
い
て
、楽
曲
の
旋
律
の
異
同
が
認
識
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、旋
律
を
覚
え
る
ほ
ど
の
回
数
を
聴
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
相

応
の
学
習
時
間
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
を
こ
な
し
て
雅
楽
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
る
。
つ
ま
り
、こ
の
文
言
は
承
昭
の
雅
楽
の
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
発
言
か
ら
は
、
江
戸
藩
邸
内
の
時
習
館
で
奏
楽
が
活
発
に
行
わ
れ
、
藩
主
承
昭
が

そ
れ
を
度
々
聞
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
、藩
主
の
楽
の
知
識
が
江
戸
藩
邸
内
で
藩
士
達

と
共
有
さ
れ
て
い
る
、つ
ま
り
藩
主
の
雅
楽
学
習
を
時
習
館
の
奏
楽
者
達
が
担
っ
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。　

残
念
な
が
ら
稽
古
館
に
お
け
る
奏
楽
教
習
は
慶
応
二
年
か
ら
三
年
の
段
階
で
停
止
さ

れ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
弘
前
藩
で
は
藩
主
・
藩
士
と
も
に
雅
楽
へ
の
感
心
を
持
ち
続

け
、
奏
楽
習
慣
を
保
ち
、
相
応
の
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

五　

弘
前
藩
主
と
楽

以
上
の
よ
う
に
、
弘
前
藩
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
九
代
寧
親
か
ら
一
二
代
承
昭
ま

で
、
一
〇
代
信
順
を
除
い
て
三
代
の
藩
主
が
そ
れ
ぞ
れ
奏
楽
聴
聞
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
際
の
記
録
か
ら
、彼
ら
が
雅
楽
に
対
し
あ
る
程
度
の
知
識
と
感
心
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
弘
前
藩
主
た
ち
の
動
静
と
取
り
巻
く
環
境
を
検
討
し
て
お
き
た

い
。八

代
藩
主
信
明
は
荻
生
徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
宇
佐
美

水
（
一
七
一
〇
―
一
七
七
六
）

に
師
事
し
、
当
時
名
君
と
し
て
名
高
か
っ
た
肥
後
熊
本
藩
六
代
藩
主
細
川
重
賢
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（
一
七
二
一
―
一
七
八
五
）、
出
羽
国
米
沢
藩
九
代
藩
主
上
杉
治
憲
（
一
七
五
一
―

一
一
八
二
二
）、
陸
奥
国
白
河
藩
三
代
藩
主
松
平
定
信
（
一
七
五
九
―
一
八
二
九
）
等
と

も
親
交
が
あ
り
、
当
人
も
名
君
と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
。

九
代
寧
親
は
弘
前
藩
の
分
家
で
あ
る
黒
石
藩
の
五
代
当
主
津
軽
著
高
の
長
男
で
、安
永

七
年
（
一
七
七
八
）
に
跡
を
継
ぎ
六
代
目
当
主
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
八
代
藩
主
信
明

が
寛
政
三
年
に
三
〇
歳
で
急
死
し
た
こ
と
を
受
け
て
本
家
の
養
子
と
な
り
信
明
の
跡
を

継
い
で
九
代
藩
主
と
な
っ
た
。
寧
親
は
寛
政
八
年
に
稽
古
館
の
創
設
を
行
う
な
ど
、信
明

が
進
め
て
い
た
種
々
の
改
革
を
引
き
継
ぐ
が
、
信
明
と
比
較
さ
れ
、
凡
人
と
評
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
寧
親
の
代
で
津
軽
家
に
は
非
常
に
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
。

本
来
津
軽
家
は
代
々
四
万
七
千
石
の
柳
間
席
外
様
大
名
で
あ
っ
た
が
、蝦
夷
地
警
備
の
見

返
り
と
し
て
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
一
〇
万
石
に
加
増
さ
れ
、こ
れ
に
よ
っ
て
従
四

位
下
、大
広
間
詰
め
の
準
国
持
大
名
に
家
格
が
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
質
的

に
は
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、特
に
実
質
石
高
が
上
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か

ら
財
政
上
厳
し
さ
を
増
し
た
こ
と
と
と
も
に
、対
立
関
係
に
あ
っ
た
盛
岡
藩
主
よ
り
も
上

座
に
な
っ
た
た
め
に
怨
恨
を
引
き
起
こ
し
、文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
盛
岡
藩
士
に
よ

る
寧
親
暗
殺
未
遂
事
件
、
相
馬
大
作
事
件
が
起
こ
る
。
そ
れ
が
起
因
し
、
そ
の
後
の
参
勤

交
代
の
際
、南
部
領
を
通
過
す
る
行
路
を
幕
府
に
無
許
可
で
変
更
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ

れ
、
寧
親
は
文
政
八
年
に
家
督
を
長
男
の
信
順
に
譲
り
隠
居
し
た
。

寧
親
の
跡
を
継
い
だ
一
〇
代
目
の
信
順
は
父
と
同
様
に
有
能
で
は
な
か
っ
た
と
評
価

さ
れ
る
。
ま
た
遊
興
を
貪
り
、
藩
の
財
政
を
多
大
に
浪
費
し
た
。
さ
ら
に
、
寧
親
・
信
順

親
子
は
幕
政
へ
の
進
出
を
目
論
見
、
信
順
の
正
室
に
内
大
臣
・
近
衛
基
前
の
娘
を
迎
え
よ

う
と
し
た
が
病
死
、続
い
て
田
安
徳
川
家
三
代
当
主
の
徳
川
斉
匡
の
六
女
鋭
姫
と
婚
約
し

た
。
し
か
し
鋭
姫
も
夭
折
し
た
た
め
、
最
終
的
に
徳
川
斉
匡
の
九
女
欽
姫
と
結
婚
し
た
。

徳
川
斉
匡
は
一
橋
徳
川
家
二
代
当
主
徳
川
治
済
の
五
男
で
田
安
徳
川
家
に
入
っ
た
人
物

で
あ
り
、
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
異
母
弟
に
あ
た
る
た
め
、
徳
川
斉
匡
の
娘
と
の
婚
姻

は
、将
軍
一
門
に
連
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
信
順
は
文
政
三
年
に
歴
代
藩

主
よ
り
高
位
の
侍
従
に
叙
任
さ
れ
た
。し
か
し
一
方
で
こ
れ
ら
の
婚
姻
の
た
め
に
公
家
や

幕
閣
へ
莫
大
な
贈
与
を
行
っ
た
上
、
信
順
の
浪
費
に
よ
り
藩
の
財
政
は
急
激
に
悪
化
し
、

度
々
藩
士
が
注
進
し
て
も
一
向
に
そ
れ
を
顧
み
ず
、八
代
藩
主
信
明
が
行
っ
た
財
政
再
建

は
水
泡
に
帰
し
た
。
結
果
的
に
信
順
は
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
幕
府
よ
り
強
制
隠

居
を
命
じ
ら
れ
た
。
黒
石
藩
に
入
っ
て
い
た
三
河
吉
田
藩
四
代
藩
主
松
平
信
明

（
一
七
六
三
―
一
七
一
七
）
の
七
男
、
順
承
が
養
子
と
な
り
一
一
代
藩
主
と
な
っ
た
。

順
承
は
藩
の
財
政
再
建
、
軍
備
増
強
、
学
問
の
奨
励
な
ど
を
行
い
、
八
代
藩
主
信
明
と

な
ら
ぶ
名
君
と
評
さ
れ
た
。
順
承
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、安
政
六
年
に
婿

養
子
で
あ
る
承
昭
に
家
督
を
譲
り
隠
居
し
た
。一
二
代
藩
主
の
承
昭
は
熊
本
藩
主
細
川
斉

護
の
四
男
で
安
政
四
年
に
婿
養
子
と
し
て
津
軽
家
に
入
っ
た
。

こ
れ
ら
の
津
軽
藩
主
の
動
静
を
勘
案
し
、雅
楽
と
の
関
連
を
照
合
す
る
と
次
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

八
代
藩
主
信
明
は
、熊
本
藩
主
細
川
重
賢
を
介
し
て
雅
楽
に
造
形
の
深
か
っ
た
松
平
定

信
と
親
交
が
あ
っ
た
。
松
平
定
信
は
祖
父
の
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
、父
の
田
安
宗
武
の
流

れ
を
汲
む
雅
楽
研
究
で
も
有
名
で
あ
る
。ま
た
細
川
重
賢
が
治
め
る
熊
本
藩
の
藩
校
で
は

雅
楽
教
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、信
明
は
藩
校
の
設
立
に
際
し
熊
本
藩
校
を
参
考
に
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。か
つ
師
で
あ
る
徂
徠
学
派
の
宇
佐
美

水
の
影
響
も
あ
り
稽
古
館
の
教
学

に
は
特
異
性
が
あ
り
、
奏
楽
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
九
代
寧
親
、
一
〇
代
信
順
が
試
み
、
最
終
的
に
正
室
と
し
て
迎
え
た
田
安
家

は
、
松
平
定
信
の
父
、
田
安
宗
武
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
家
で
あ
り
、
徳
川
吉
宗
・
田
安
宗

武
・
松
平
定
信
の
親
子
孫
に
よ
る
雅
楽
探
求
の
系
統
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま

た
、
南
谷
氏
の
論
考
で
も
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
京
都
方
楽
人
で
あ
る
東
儀
文
均

が
江
戸
へ
下
向
し
た
際
、田
安
家
に
も
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
田
安
家
で
は
雅
楽
が
演
奏
さ
れ
続
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

父
で
あ
る
寧
親
は
寛
政
一
二
年
に
国
許
で
聴
聞
を
行
い
、文
政
六
年
の
江
戸
城
管
弦
御

遊
に
出
席
し
、そ
の
際
演
奏
さ
れ
た
催
馬
楽
に
つ
い
て
の
調
査
を
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、前
節
で
一
〇
代
の
雅
楽
に
関
す
る
動
向
は
見
出
せ
な
い
と
述
べ
た

が
、
正
室
を
田
安
家
か
ら
迎
え
、
そ
の
関
係
を
有
効
に
保
ち
、
幕
政
に
参
画
し
た
い
と
目
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論
む
寧
親
・
信
順
親
子
が
、
江
戸
城
で
も
管
弦
聴
聞
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
の
雅
楽
流
行
を
理

解
し
な
が
ら
何
も
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
国
許
の
藩
校
稽
古
館
、ま
た
江
戸
藩
邸

内
の
藩
校
時
習
館
で
も
奏
楽
教
習
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、信
順
も

雅
楽
に
親
し
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

一
一
代
藩
主
の
順
承
は
吉
田
藩
か
ら
の
養
子
で
あ
る
が
、吉
田
藩
は
初
代
藩
主
松
平
信

復
（
一
七
一
九
―
一
七
六
八
）
が
雅
楽
研
究
で
有
名
で
あ
り
、
か
つ
順
承
の
父
、
四
代
目

藩
主
松
平
信
明
は
松
平
定
信
と
と
も
に
老
中
を
勤
め
、定
信
が
辞
職
し
た
後
は
老
中
首
座

を
務
め
た
人
物
で
あ
る
よ
う
に
、や
は
り
雅
楽
と
縁
の
深
い
家
柄
で
あ
る
。
順
承
が
国
許

の
聴
聞
で
見
せ
た
雅
楽
へ
の
造
形
や
感
心
は
そ
の
辺
り
に
も
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な

い
。一

二
代
藩
主
承
昭
は
熊
本
藩
主
細
川
家
か
ら
養
子
に
入
っ
て
お
り
、先
に
示
し
た
と
お

り
、
熊
本
藩
も
ま
た
奏
楽
を
教
習
す
る
藩
校
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
代
藩
主
の
出
自
や
交
友
関
係
、
姻
戚
関
係
、
学
問
筋
な
ど
を
辿
る

と
、
津
軽
家
の
周
辺
に
は
雅
楽
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

弘
前
藩
主
に
と
っ
て
の
楽
は
、一
代
限
り
の
趣
味
的
関
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
右
記

の
通
り
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
九
代
以
降
の
藩
主
は
、
楽
器
や
楽
譜
に
対
す
る
関
心
・
造

詣
が
あ
り
、あ
る
い
は
楽
曲
の
旋
律
を
覚
え
て
い
る
ほ
ど
に
曲
に
関
す
る
知
識
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
藩
主
が
自
ら
実
際
に
演
奏
し
て
い
た
の

か
、
あ
る
い
は
演
奏
で
き
た
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
が
、
相
応
に
雅
楽
の
学
習
経
験
を

積
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
楽
は
、大
名
や
旗
本
が
主
宰
し
た
り
ま

た
は
江
戸
城
で
行
わ
れ
た
り
す
る
楽
会
へ
参
加
し
、そ
の
場
で
相
応
の
知
識
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
た
め
の
、
い
わ
ば
大
名
同
士
の
外
交
の
た
め
に
必
須
な
教
養
で
あ
り
、
ま
た
幕

末
の
大
名
家
の
複
雑
な
養
子
縁
組
や
婚
姻
関
係
に
よ
る
家
同
士
の
関
係
性
の
構
築
を
鑑

み
れ
ば
、幕
閣
参
入
の
た
め
の
あ
る
い
は
一
門
衆
へ
の
参
入
の
た
め
の
政
治
的
手
段
と
さ

れ
た
可
能
性
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

南
谷
美
保
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、近
世
後
期
以
降
の
武
家
社
会
で
は
雅
楽
教

習
が
一
般
化
し
、多
く
の
大
名
家
や
旗
本
が
楽
家
の
門
戸
を
叩
い
た
。
文
政
六
年
の
江
戸

城
内
管
弦
御
遊
が
示
す
通
り
、
武
家
社
会
で
は
雅
楽
が
積
極
的
に
享
受
さ
れ
る
に
つ
け
、

藩
主
も
雅
楽
に
接
す
る
機
会
が
増
加
し
、雅
楽
は
教
養
の
一
種
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

蝦
夷
地
警
護
の
た
め
加
増
さ
れ
、
大
広
間
詰
準
国
持
大
名
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
は
い

え
、
一
外
様
大
名
で
あ
っ
た
弘
前
藩
津
軽
家
も
例
外
で
は
な
く
、
雅
楽
が
大
き
な
関
心
事

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。お
そ
ら
く
営
中
管
弦
に
お
い
て
初
め
て
接
し
た
催
馬
楽
に
関
し

て
調
査
し
て
知
識
を
蓄
え
、
藩
士
に
も
奏
楽
を
奨
励
し
そ
れ
を
藩
主
が
聴
聞
す
る
こ
と

で
、
藩
主
・
藩
士
と
も
に
雅
楽
へ
の
造
形
を
深
め
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

弘
前
藩
は
先
述
の
通
り
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
が
残
存
し
て
お
り
、多
く
の
情
報
を
与
え

て
く
れ
る
が
、『
奏
楽
御
用
留
』
に
挙
げ
ら
れ
た
三
回
の
聴
聞
の
う
ち
、『
弘
前
藩
庁
日

記
』
に
記
載
さ
れ
た
の
は
文
久
二
年
の
一
回
の
み
で
あ
り
、
全
体
で
も
三
件
に
留
ま
っ

た
。武
芸
上
覧
に
関
し
て
は
比
較
的
多
く
記
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
奏
楽
聴
聞
に
関

す
る
記
録
が
少
な
い
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。も
ち
ろ
ん
雅
楽
が
教
養
と
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
と
は
い
え
、武
士
の
本
分
で
あ
る
武
芸
と
雅
楽
で
は
比
較
に
な
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
が
、『
奏
楽
御
用
留
』
と
照
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
実
施
さ
れ
た
聴

聞
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。つ
ま

り
、
奏
楽
聴
聞
は
現
在
わ
か
っ
て
い
る
回
数
よ
り
も
多
く
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、ま
た
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
記
録
が
見
出
せ
な
い
江
戸
藩
校
時
習
館
で
も
奏
楽
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
新
た
に
判
明
し
た
。さ
ら
に
注
意
を
し
て
史
料
を
拾
っ
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

一
方
で
、他
藩
の
大
多
数
の
藩
校
で
は
奏
楽
教
習
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
藩
主
に
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
教
養
と
し
て
の
雅
楽
の
方
向
性
を
考
え
る
と
き
、

上
級
藩
士
の
教
育
を
司
る
藩
校
に
お
い
て
奏
楽
教
習
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
認
識

が
本
当
に
実
態
に
即
し
て
い
る
の
か
は
、
疑
念
が
募
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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準
国
持
大
名
格
で
あ
る
津
軽
家
の
楽
の
世
界
は
政
治
や
人
間
関
係
を
構
築
す
る
上
で

の
教
養
も
加
味
し
て
か
な
り
広
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
、津

軽
家
の
藩
主
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
等
も
含
め
た
特
異
例
で
あ
る
の
か
、他
の
大
名
家
で
も

同
様
な
動
き
を
見
せ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
史
料
に
当
た
り
な
が
ら
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
藩
主
の
雅
楽
教
習
の
実
態
や
藩
校
の
奏
楽
教
習
、
師

匠
筋
の
解
明
等
も
課
題
と
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
武
家
に
と
っ
て
の
楽
の
世
界
を
さ
ら
に
解

明
し
て
い
き
た
い
。

注1　

山
田
淳
平　

二
〇
一
五
「
吉
宗
・
宗
竹
・
定
信
、
三
代
の
楽
」「
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
楽
思
想

に
関
す
る
思
想
史
・
文
化
史
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
―
チ
」（
二
〇
一
五
年
7
月
一
九
日
、
発
表
配
布
資

料
）
他

2　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
二
〇
一
二
『
楽
器
は
語
る
―
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
と
君
子
の
楽
―
』

3　

南
谷
美
保
二
〇
〇
五
「
江
戸
時
代
の
雅
楽
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
―
東
儀
文
均
の
『
楽
所
日
記
』

嘉
永
六
年
の
記
録
よ
り
見
え
る
も
の
―
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
一
―

四
三
頁
。

4　

武
内
恵
美
子　

二
〇
一
五　
「
藩
校
に
お
け
る
楽
の
実
践
―
弘
前
藩
校
稽
古
館
を
例
と
し
て
」『
徳
川

社
会
と
日
本
の
近
代
化
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
）
三
〇
一
―
三
三
四
頁
。

５　

弘
前
図
書
館
所
蔵
『
奏
楽
御
用
留
』
岩
見
文
庫
、
Ｇ
Ｋ
七
六
八
―
九
。

6　

弘
前
図
書
館
所
蔵
『
稽
古
館
蔵
書
目
録
』
八
木
橋
文
庫
、
Ｙ
Ｋ
―
〇
二
九
―
二
。

７　

弘
前
図
書
館
所
蔵
『
学
問
所
御
蔵
書
員
数
目
録
』
八
木
橋
文
庫
、
Ｙ
Ｋ
―
〇
二
九
―
三
。

８　
『
琴
譜
』
小
十
冊
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
雅
楽
の
譜
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿

「
藩
校
に
お
け
る
楽
の
実
践
―
弘
前
藩
校
稽
古
感
を
例
と
し
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

9　
『
日
本
教
育
史
資
料
』（
文
部
省
総
務
局
、
明
治
二
十
三
年
）
巻
三
、七
一
五
頁
。

10　

弘
前
図
書
館
所
蔵
『
釈
奠
御
儀
式
』
八
木
橋
文
庫
、Ｙ
Ｋ
一
二
四
―
一
、同
岩
見
文
庫
、Ｇ
Ｋ
一
二
四

―
一
、
Ｇ
Ｋ
一
二
四
―
二
。

11　
『
続
徳
川
実
記
』
第
二
編
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
）
七
二
―
七
四
頁
。

12　

松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
巻
二
九
、『
甲
子
夜
話　

二
』
東
洋
文
庫
三
一
四
（
平
凡
社
、
一
九
七
七
）

二
一
六
―
二
二
三

13　

同
左
『
甲
子
夜
話
』
二
一
七
頁
。

14　

同
左
『
続
徳
川
実
記
』
八
五
頁
。

15　

同
左
『
甲
子
夜
話
』
二
一
七
頁
。

16　

斉
匡
の
後
を
継
ぎ
四
代
当
主
に
な
る
が
文
政
六
年
時
点
で
は
斉
匡
の
長
男
で
あ
る
匡
時
が
嫡
子
で
あ

り
斉
荘
は
嫡
子
扱
い
で
は
な
い
。

17　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
文
政
六
癸
未
年
三
月
二
日
参
向
之
公
家
衆
於
営
中
管
弦
公
家
衆
名
前
并
催

馬
楽
考
」、
陸
奥
国
弘
前
津
軽
家
文
書
二
二
B
一
九
一
〇
・
一
九
一
一

18　

注
4
拙
稿
。

19　

拙
稿
「
史
料
紹
介
『
奏
楽
御
用
留
』（
弘
前
図
書
館
岩
見
文
庫
蔵
）」『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
一
三
一

号　

七
六
―
八
二
頁
。

20　

拙
稿
注
一
六
、七
八
頁
。

21　

拙
稿
注
一
六
、七
九
頁
。

22　

拙
稿
注
一
六
、八
一
頁
。

23　

拙
稿
注
一
六
、七
八
頁
。

24　

拙
稿
注
一
六
、八
一
頁
。

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
Ｂ
「
近
代
移
行
期
に
お
け
る
「
音
」
と
「
音
楽
」
―
グ
ロ
―
バ
ル
化

す
る
地
域
文
化
の
連
続
と
変
容
―
」（
研
究
課
題
番
号
：15

H
03232

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Music for the Feudal Lord of Hirosaki Domain

TAKENOUCHI Emiko

Recent research is gradually establishing that Samurai society during the latter part of the Edo period was developing a 

taste for gagaku. However, this applies mainly to people who were central to the Tokugawa shogunate, such as the three 

Tokugawa branch families (Gosanke or Gosankyo), hereditary daimyo and the famous shogunal retainers (Fudai daimyo), 

and not to the general daimyo (Hatamoto). In fact, the situation for daimyo general is hardly known.

Documents of the Hirosaki domain that record the training in gagaku at the domain school and performances for the 

domain lord are gradually revealing the state of gagaku in the domain. Using these findings, this paper considers the 

attitude of the Hirosaki lord towards gagaku music and how he acted.

The following results were obtained. Gagaku music acquired an important meaning in the samurai society in the late 

Edo period. For example, kangen performances took place in the Edo castle. This had an influence not only on famous 

daimyo such as those of the Gosanke, Gosankyo and Fudai daimyo, but also on the less powerful daimyo of smaller 

domains, such as Hirosaki. From the time of the 9th lord of Hirosaki, Tsugaru Yasuchika (1765-1833), the Hirosaki elite 

were required to have knowledge of gagaku in order to be considered highly educated. It was also a political strategy that 

enabled them to relate with the other lords in the samurai society.

Keywords: Feudal load, Gaku (yuè), Gagaku, Gyoyu, Saibara, Hirosaki domain, Tsugaru family, Jun-kunimochidaimyo


